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ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
含
む
歳
入
関
連
法
案
は
参
議
院
で
採
決
さ
れ
る

こ
と
な
く
憲
法
59
条
の
「
み
な
し
否
決
」
規
定
に
よ
り
、
4
月
30
日
に
衆
議
院

で
再
議
決
さ
れ
、
暫
定
税
率
は
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
厳
し
い
国
、
地
方

の
財
政
を
考
え
れ
ば
、
国
民
の
強
い
批
判
を
一
時
的
に
浴
び
て
も
暫
定
税
率
を

維
持
し
、
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
ヤ
マ
場
は
ガ
ソ
リ
ン
税
を
10

年
間
と
定
め
る
道
路
整
備
費
財
源
特
例
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
国
か
ら
地

方
へ
道
路
整
備
費
を
交
付
す
る
根
拠
法
。
道
路
整
備
特
例
法
は
12
日
に
参
議

院
で
否
決
さ
れ
、
翌
13
日
に
衆
議
院
で
再
議
決
さ
れ
た
。
民
主
党
は
当
初
、
こ

の
法
案
も
参
議
院
で
議
決
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
戦
術
転
換
し
た
の

か
、
一
転
否
決
し
て
、
参
議
院
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
に
し
た
。
民
主
党
は

党利党略に走る民主党の戦術
参議院、道路整備法案否決

党利党略に走る民主党の戦術
参議院、道路整備法案否決

一転
し
て
採
決
に
応
じ
た
民
主
党

人
が
多
い
と
思
っ
た
が
、
例
年
通
り
、
行
楽
地
は

混
雑
し
て
い
た
よ
う
だ
★
ガ
ソ
リ
ン
が
高
く
な
っ

た
、
ド
ラ
イ
ブ
も
出
来
な
い
と
騒
い
で
い
る
が
、

各
地
の
高
速
道
路
は
相
変
わ
ら
ず
長
蛇
の
連
続

で
、
新
名
神
高
速
道
路
す
ら
渋
滞
し
て
い
た
。
あ

れ
だ
け
ガ
ソ
リ
ン
値
上
げ
に
大
騒
ぎ
し
て
い
た
の

に
と
呆
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
い
や
、
大
騒
ぎ
し
た

の
は
マ
ス
コ
ミ
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。
★
と
こ
ろ

で
大
型
連
休
期
間
中
に
は
祝
日
が
4
日
あ
る
。
29

日
の
「
昭
和
の
日
」。
3
日
の
「
憲
法
記
念
日
」。

4
日
の
「
み
ど
り
の
日
」。
そ
し
て
5
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」。
国
民
の
祝
日
が
こ
れ
だ
け
集
中
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
家

は
皆
無
に
等
し
く
、
祝
日
気
分
が
感
じ
ら
れ
な
い

町
の
様
子
で
あ
る
。
子
供
の
将
来
の
大
成
を
願
っ

て
大
空
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
が
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

く
な
っ
た
の
も
寂
し
い
★
祝
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
日

本
の
伝
統
文
化
に
根
付
い
た
意
味
が
あ
り
、
成
立

過
程
に
は
心
あ
る
有
識
者
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
も

あ
っ
た
と
思
う
。
せ
め
て
祝
日
に
は
、
そ
の
休
み

の
意
義
を
認
識
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
子
供
だ
け

で
な
く
大
人
も
知
ら
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い

か
。
長
期
休
暇
は
観
光
産
業
の
活
性
化
、
経
済
の

振
興
に
貢
献
す
る
か
ら
と
祝
日
を
変
更
し
た
が
、

本
来
の
日
に
祝
日
を
戻
し
て
、
休
日
を
楽
し
ん
で

貰
い
た
い
も
の
だ
。

恒 心

★
今
年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

始
ま
り
と
ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率

復
活
時
期
が
重
な
っ
た
た
め
に
大
型

連
休
の
人
出
が
何
か
と
話
題
に
な
っ

た
。
外
へ
出
掛
け
る
の
を
自
粛
す
る

自
民
党
が
再
議

決
し
た
場
合
、

参
議
院
に
福
田

首
相
の
問
責
決

議
案
を
提
出

す
る
と
強
が
っ

て
い
た
が
、
民

主
党
は
問
責
案

を
見
送
る
方
針

で
あ
る
。
民
主

党
は
野
党
第
一

党
で
あ
る
。
国

家
、
国
民
を
忘

れ
、
党
利
党
略

に
走
っ
て
ば
か

り
で
は
、
い
つ

か
国
民
か
ら
見

放
さ
れ
る
時
が

来
る
で
あ
ろ
う
。

道路整備特例法を否決した参議院本会議（5月12日）
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小
泉
元
総
理
、

　
　
　

大
い
に
語
る

尽
き
ぬ
話
題
、
参
加
者
大
満
足

自
民
党
木
津
川
支
部
行
政
視
察

国
会
を
含
む
、
各
級
議
員
が
参
加

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s 特別区長会から要望書を受ける

衆
参
の
中
堅
議
員
で
構
成
す
る
賢
人
会（
衆

議
院
）、
甲
申
会（
参
議
院
）で
は
、
2
ヶ
月
に

一
度
の
割
合
で
例
会
を
開
催
、
そ
の
都
度
自
民

党
の
幹
部
を
招
き
、
時
々
の
話
題
に
つ
い
て
語

り
合
う
。
5
月
8
日
に
開
か
れ
た
例
会
の
ゲ
ス

ト
は
小
泉
純
一
郎
元
総
理
。
た
ま
た
ま
そ
の
日

は
夜
に
、
福
田
総
理
大
臣
主
催
の
胡
錦
濤
主
席

歓
迎
晩
餐
会
が
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、
小
泉

氏
も
招
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
小
泉
氏
は

「
私
が
行
っ
て
、
中
国
側
に
不
愉
快
な
思
い
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
欠
席
し
た
」
と
、
議

員
の
懇
親
会
に
出
席
し
て
く
れ
た
。
話
は
ま
ず
、

衆
参
両
院
の
あ
り
方
か
ら
入
っ
た
。「
所
信
表

明
演
説
は
両
院
で
行
う
必
要
は
な
い
。
テ
レ
ビ

中
継
は
衆
議
院
だ
け
で
あ
る
の
で
、
両
院
の
議

員
を
集
め
て
一
回
で
終
わ
れ
ば
い
い
。
宿
舎
も

衆
参
一
緒
で
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
国
会
の

改
革
の
具
体
論
に
踏
み
込
ん
だ
。
衆
議
院
の
解

散
総
選
挙
の
時
期
に
話
が
及
ん
だ
。
衆
議
院
議

員
に
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
今
、
自

民
党
は
非
常
に
評
判
が
悪
い
。
逆
風
の
と
き
で

あ
る
。
政
党
支
持
率
も
民
主
党
が
自
民
党
を
上

回
っ
た
。
選
挙
を
し
た
ら
惨
敗
だ
。
100
か
ら
150

議
席
ぐ
ら
い
減
ら
す
か
も
知
れ
な
い
。
自
民
党

は
じ
っ
と
我
慢
を
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
三
分
の
二
の
議
席
を
簡
単
に
放
棄
す
べ
き

で
な
い
」
と
、
総
選
挙
を
早
い
時
期
に
や
ら
な

い
方
が
い
い
と
語
っ
た
。
低
迷
す
る
自
民
党
の

浮
上
策
に
つ
い
て
は
「
民
主
党
は
、
道
路
暫
定

率
を
廃
止
す
る
。
高
速
道
路
は
無
料
に
す
る
。

消
費
税
は
上
げ
な
い
。
老
人
医
療
費
は
据
え
置

く
。
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
の
医
療
、
年
金
、

介
護
の
費
用
を
考
え
た
と
き
、
民
主
党
が
言
っ

て
い
る
こ
と
が
、
い
か
に
で
た
ら
め
で
あ
る
か
、

国
民
は
い
つ
か
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

少
し
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。
政
界
再

編
に
触
れ
て
、「
自
民
、
民
主
の
同
じ
考
え
の

人
が
結
集
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
今
、
民
主

党
の
議
員
は
反
自
民
と
言
え
ば
、
選
挙
に
有
利

だ
か
ら
な
か
な
か
難
し
い
」
と
総
選
挙
前
の
政

界
再
編
は
難
し
い
と
分
析
し
た
。
新
聞
等
で
小

泉
氏
が
次
期
総
理
に
小
池
百
合
子
氏
を
押
し
上

げ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、「
何
と
し
て
も
選

挙
に
勝
ち
た
い
議
員
心
理
を
考
え
れ
ば
、
小
池

百
合
子
は
大
化
け
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
小

池
総
理
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
5

年
以
上
の
小
泉
政
治
に
つ
い
て
は
色
々
と
評
価

が
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
少
人
数
で
懇
談
す
る

と
、
話
題
も
豊
富
、
明
快
に
語
り
、
周
囲
の
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
持
っ
た
人
で
あ
る
。

4
月
28
日
、
十
和
田
湖
畔
で
見
つ
か
っ
た

白
鳥
の
死
骸
か
ら
強
い
毒
性
を
持
っ
た
病
原
性

（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
）が
発
見
さ
れ
た
。
5
月
に
入
っ

て
北
海
道
野
付
半
島
と
サ
ロ
マ
湖
畔
で
の
白
鳥

の
死
骸
か
ら
も
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
の
ウ
イ
ル
ス

が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
、
人
間
に
感
染
し
て
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
な
っ
て
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
こ
と
へ
の
強
い
警
戒
感
が
高
ま
っ
て
い

る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
地
震
等
の
自
然

災
害
と
違
っ
て
、
全
国
的
な
規
模
で
被
害
が
広

が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
東
京
23
区
は

860
万
人
が
住
ん
で
お
り
、
ひ
と
た
び
感
染
す
れ

ば
、
予
想
を
超
え
る
被
害
が
生
じ
、
首
都
機
能

が
麻
痺
、
大
混
乱
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
東
京
都
の
特
別
区
長
会
で
は
、
全
国
的

な
規
模
の
危
機
に
対
し
て
、
国
が
主
導
性
を
発

揮
し
て
万
全
の
体
制
を
と
る
よ
う
各
方
面
に
要

望
、
4
月
17
日
、
中
川
雅
治
参
議
院
議
員（
東

京
選
挙
区
）と
特
別
区
長
会
の
有
志
が
総
務
省

に
二
ノ
湯
政
務
官
を
訪
ね
た
。
具
体
的
に
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
備
蓄
、
感

染
患
者
が
入
院
で
き
る
病
院
の
確
保
、
備
蓄
し

た
医
薬
品
、
医
療
機
材
を
、
円
滑
に
区
市
町
村

に
供
給
出
来
る
体
制
の
確
立
等
で
あ
る
。

昨
年
3
月
に
木
津
、
山
城
、
加
茂
の
三
町
が

合
併
し
て
木
津
川
市
が
誕
生
し
た
。
初
代
河
井

市
長
は
旧
三
町
の
融
和
を
図
り
つ
つ
、
新
木
津
川

市
発
展
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
。
合
併
し
て
良

か
っ
た
と
多
く
の
住
民
が
思
う
に
は
懸
案
の
問
題

を
出
来
る
だ
け
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
道
路
改
良
、
河
川
改
修
、
浸
水
対
策
な
ど

旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
難
し
い
事
案
が
山
積
し
て

い
る
。
市
単
独
の
財
政
で
は
不
可
能
で
、
国
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
河
井
市
政
の
与
党
で
あ
る
自

民
党
木
津
川
支
部
で
は
、
河
井
市
政
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
た
め
に
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と

懸
案
の
場
所
を
実
地
視
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
京

都
6
区
の
衆
議
院
議
員
井
澤
京
子
、
京
都
選
挙

区
の
参
議
院
議
員
西
田
昌
司
、
二
ノ
湯
智
の
三
氏

を
は
じ
め
、
河
井
市
長
、
木
村
市
会
議
長
、
島

田
府
会
議
員
、
そ
し
て
多
く
の
木
津
川
市
会
議

員
も
参
加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
は
難
し
く
、

簡
単
に
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
参

加
し
た
各
級
議
員
は
結
束
し
て
課
題
解
決
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
要
望

東
京
特
別
区
長
会
が
緊
急
要
望
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忙
中
閑
あ
り
、
二
ノ
湯
議
員
充
電
に
努
め
る

先
輩
の
足
跡
、
先
端
企
業
を
訪
ね
る

日
本
で
最
初
の

　
砂
防
ダ
ム

雲
原
村
復
興
は
西
原
亀
三
氏
の
政
治
力

木
村
俊
夫
記
念
館（
幽ゆ

う

静せ
い

館
）

故
郷
の
政
治
家
に
学
ぶ

与
謝
野
鉄
幹
親
子
の

歌
碑
を
訪
ね
る

鉄
幹
選
挙
出
馬
の
事
実
を
知
る

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

多
く
の
人
は
与
謝
野
寛（
鉄
幹
）が
丹
後
生
ま

れ
と
思
っ
て
い
る
。
実
は
鉄
幹
で
は
な
く
父
親
で

あ
る
礼れ

い

厳ご
ん

氏
が
加
悦
町
の
出
身
な
の
で
あ
る
。

礼
厳
氏
は
若
い
時
に
京
都
岡
崎
の
浄
土
真
宗
西

本
願
寺
派
の
成
願
寺
に
小
僧
と
し
て
入
り
、
成

長
し
、
住
職
と
な
っ
た
。
岡
崎
の
地
で
、
礼
厳

氏
の
4
男
と
し
て
生
ま
れ
た
子
供
が
鉄
幹
氏
で

議
員
の
仕
事
は
本
当
に
忙
し
い
。
じ
っ
く
り

と
落
ち
着
い
て
勉
強
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
か
ね
て
よ

り
、
各
地
の
先
人
の
足
跡
や
、
先
端
企
業
を
訪

ね
て
見
聞
を
広
め
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え

て
い
た
が
幸
い
、
今
年
の
連
休
前
後
、
比
較
的

行
事
が
少
な
く
、
よ
う
や
く
二
ノ
湯
議
員
の
希

望
が
実
現
し
た
。

木
村
俊
夫
と
聞
い
て
す
ぐ
思
い
当
た
る
人
は

か
な
り
の
政
治
通
で
あ
る
。
木
村
氏
は
明
治
42

年
、
三
重
県
員い

な
べ弁

郡
東
員
町
に
素
封
家
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、
津
中
学
、
第
三
高
等
学
校
、

東
大
法
学
部
を
卒
業
、
運
輸
省
を
経
て
、
昭
和

あ
る
。
し
か
し
、
礼
厳
、
鉄
幹
親
子
が
丹
後
ゆ

か
り
の
歌
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
無
く
、

加
悦
町
に
は
礼
厳
、
鉄
幹
の
碑
が
い
く
つ
か
建

立
さ
れ
て
い
る
。
4
月
28
日
、
二
ノ
湯
議
員
は

礼
厳
の
生
誕
地
、
加
悦
町
の
大
虫
神
社
鳥
居
前

の
礼
厳
碑
を
訪
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
与
謝
野
鉄

幹
氏
が
大
正
4
年
3
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
総

選
挙
に
京
都
府
郡
部
か
ら
立
候
補
し
た
事
実
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
京
都
府
郡
部
の
定

数
は
5
名
。
11
名
立
候
補
し
た
が
、
鉄
幹
氏
は

候
補
者
中
最
下
位
で
、
僅
か
99
票
し
か
獲
得
で

き
な
か
っ
た
。
5
位
当
選
者
が
2872
票
で
あ
る
の

で
、
鉄
幹
氏
は
ま
さ
に
惨
敗
で
あ
っ
た
。
当
時

か
ら
鉄
幹
氏
は
有
名
人
で
あ
り
、
し
か
も
夫
人

の
晶
子
氏
は
高
名
な
女
流
歌
人
。
何
故
、
99
票

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
当
時

は
制
限
選
挙
で
、
有
権
者
は
直
接
国
税
10
円
以

上
の
納
税
者
の
男
性
で
、
浮
動
票
が
非
常
に
少

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
敗
因
で
は
な
い
か
。
有

名
人
晶
子
夫
人
の
援
護
射
撃
の
効
果
が
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

福
知
山
市
雲
原
は
昔
か
ら
丹
後
、
丹
波
篠
山

へ
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
参
勤
交
代
の
街
道

で
、
何
軒
か
の
旅
籠
が
軒
を
並
べ
て
い
た
そ
う

だ
。
昭
和
9
年
9
月
、
雲
原
村
に
室
戸
台
風
に

よ
る
風
水
害
が
襲
い
、
雲
原
村
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
。
人
口
800
人
余
り
の
村
で
は
、
と

て
も
自
力
で
復
興
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
村
の
人
々
は
、
村
出
身
で
中
央
政
界
で
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
西
原
亀
三
氏
に
村

長
就
任
を
依
頼
し
た
。
村
長
に
な
っ
た
西
原
氏

24
年
、
三
重
県
1
区
よ
り
衆
議
院
議
員
に
初
当

選
し
た
。
以
来
、
11
回
当
選
を
果
た
し
、
佐
藤

内
閣
の
官
房
長
官
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
田
中

内
閣
の
外
務
大
臣
を
務
め
た
。
地
味
で
、
目
立

た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
が
、
人
格
者
で
清
潔
な

政
治
家
と
し
て
評
価
が
高
か
っ
た
。
佐
藤
内
閣

の
官
房
副
長
官
時
代
、
沖
縄
返
還
交
渉
に
当
た

り
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
沖
縄
を
「
核
抜
き
本

土
並
み
」
に
し
て
返
還
す
る
よ
う
求
め
、
こ
れ

を
実
現
し
た
。
明
治
23
年
第
1
回
総
選
挙
以

来
、
木
村
家
か
ら
三
代
続
け
て
国
会
議
員
が
出

て
い
る
。
俊
夫
氏
が
逝
去
し
た
際
、
大
蔵
省
に

在
職
し
て
い
た
女
婿
が
、
地
盤
の
継
承
を
勧
め

ら
れ
た
が
断
っ
た
。
氏
の
屋
敷
は
町
に
寄
付
さ

れ
、
そ
の
跡
地
に
幽
静
館
と
い
う
名
前
の
記
念

館
が
建
て
ら
れ
、
名
誉
町
民
・
俊
夫
氏
を
中
心

と
す
る
木
村
家
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

二
ノ
湯
議
員
は
故
郷
が
生
ん
だ
立
派
な
政
治
家

に
学
ぶ
為
、
5
月
4
日
幽
静
館
を
訪
ね
た
。

は
大
蔵
大
臣
高
橋
是
清
氏
と
交
渉
、
村
の
復
興

の
た
め
に
国
か
ら
多
額
の
補
助
金
を
受
け
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
先
ず
、
洪
水
の
た
び
に
田
畑

が
被
害
を
受
け
る
の
を
避
け
る
た
め
に
砂
防
ダ

ム
に
着
手
、
併
せ
て
村
の
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し

て
い
た
農
家
の
田
畑
を
交
換
し
、
自
分
が
耕
作

す
る
田
畑
を
家
の
近
く
に
集
め
、
農
家
の
労
働

負
担
を
軽
く
し
た
。
昭
和
10
年
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
事
業
は
27
年
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
こ

の
小
さ
な
村
で
こ
れ
だ
け
の
大
事
業
を
成
し
遂

げ
た
の
は
西
原
亀
三
氏
の
す
ぐ
れ
た
政
治
力
で

あ
っ
た
。
平
成
16
年
10
月
20
日
、
京
都
府
中
北

部
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
23
号
の

時
に
も
、
雲
原
地
区
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な

か
っ
た
。
4
月
28
日
、
二
ノ
湯
議
員
は
当
地
を

訪
れ
、
雲
原
公
民
館
長
の
糸
井
嘉
宏
氏
の
案
内

で
西
原
氏
が
情
熱
を
注
い
だ
事
業
の
足
跡
を
視

察
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
に
近
い

昭
和
19
年
11
月
、
元
総
理
・
近
衛
文
麿
公
が
、

京
都
府
知
事
を
伴
っ
て
、
雲
原
村
を
訪
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
西
原
氏
の
存
在
の
大
き
さ
が

う
か
が
え
る
。

西原文庫前で、糸井公民館長と
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第181回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

京
丹
後
市
長
選
中
山
氏
が
再
選

市
議
選
、
与
党
が
多
数
を
制
す

第180回
みんなで歩こう湯歩会（参加者66名）

乃木神社にて

小阪社長から浄活水器の説明を受ける

一
、
光
市
で
母
子
が
殺
害
さ
れ
た
差
し
戻
し
裁

判
で
、
当
時
18
歳
の
青
年
に
死
刑
の
判
決
が

下
っ
た
。
大
弁
護
団
の
弁
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
死
刑
反
対
論
の
声
も

大
き
い
が
、
殺
さ
れ
た
人
の
無
念
、
残
さ
れ
た

遺
族
の
悲
し
み
を
ど
う
償
う
の
か
。
今
回
の
判

決
は
極
め
て
常
識
的
な
判
決
で
あ
る
と
思
う
。

一
、
山
口
2
区
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
は
、
予
想

通
り
民
主
党
が
勝
利
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
反
発
が
大
き
く
影
響
し
た
よ
う
だ
。

増
え
続
け
る
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担
を
皆
で

分
か
ち
合
う
事
は
よ
く
わ
か
る
が
、
国
民
に
納

得
し
て
も
ら
う
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

一
、
汚
職
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
守
屋
前
防
衛
省

事
務
次
官
の
初
公
判
が
、
東
京
地
裁
で
行
わ
れ

た
。
検
察
側
の
冒
頭
陳
述
で
、
約
10
年
間
で
390

回
も
ゴ
ル
フ
接
待
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
激
職
な
の
に
こ
れ
だ
け
の
時
間

が
と
れ
た
も
の
だ
と
感
心
し
た
。

一、
大
騒
ぎ
の
中
、
4
月
26
日
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
、
長
野
市
で
実
施
さ
れ
た
。

物
々
し
い
警
備
陣
に
囲
ま
れ
た
た
め
、
有
名
人
が

走
っ
た
割
に
は
盛
り
上
が
り
に
乏
し
か
っ
た
。
こ
れ

で
果
た
し
て
北
京
五
輪
は
成
功
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
、
ま
た
し
て
も
船
場
吉
兆
の
不
祥
事
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
客
の
食
べ
残
し
を
、
次
の
客
に

使
い
回
し
を
す
る
と
は
、
呆
れ
て
も
の
が
言
え

な
い
。
同
時
に
吉
兆
で
高
級
料
理
に
箸
も
つ
け

な
い
客
が
い
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。
そ
ん
な
人

は
自
分
で
金
を
払
っ
て
い
な
い
人
だ
ろ
う
。

任
期
満
了
に
伴
う
京
丹
後
市
長
選
、
市
議
選

が
去
る
4
月
27
日
に
投
開
票
さ
れ
、
自
民
、
公

明
が
推
薦
し
た
中
山
泰
氏
が
再
選
を
果
た
し

た
。
二
ノ
湯
議
員
も
告
示
日
前
の
決
起
大
会
の

応
援
に
駆
け
つ
け
激
励
演
説
を
行
い
、
ま
た
選

挙
期
間
中
、
国
会
の
合
間
を
縫
っ
て
、
中
山
候

補
と
市
議
選
候
補
者
の
事
務
所
を
激
励
訪
問
す

る
た
め
に
現
地
入
り
し
た
。
告
示
前
に
は
か
な

り
の
接
戦
に
な
る
と
思
わ
れ
た
が
、
中
山
氏

は
、
4
年
間
の
実
績
を
強
調
、
ま
た
、「
国
や

府
、
市
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
、
産
業
の

発
展
や
雇
用
の
充
実
を
目
指
す
」
と
訴
え
、
無

所
属
、
共
産
推
薦
候
補
を
大
き
く
引
き
離
し
て

二
度
目
の
栄
冠
を
獲
得
し
た
。
2
期
目
の
中
山

市
政
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
医
療
福
祉
、
行
財
政
改
革

な
ど
課
題
解
決
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
市
議
選
の
結
果
は
、
自
民
党
1
名
、
公

明
党
2
名
、
共
産
4
名
、
保
守
系
無
所
属
17
名

で
、
与
党
が
圧
倒
的
。
中
山
市
政
に
は
磐
石
の

議
会
構
成
と
な
っ
た
。

水
が
な
け
れ
ば
人
間
は
一
日
た
り
と
て
生
き

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
災
害
が
起
き
た
時
、
一

番
初
め
に
優
先
さ
れ
る
の
は
飲
み
水
の
確
保
で

あ
る
。
ま
さ
に
命
の
水
で
あ
る
。
地
球
の
異
常

気
象
、
砂
漠
化
、
さ
ら
に
河
川
の
汚
染
に
よ
っ

て
人
間
が
飲
料
水
と
し
て
利
用
で
き
る
水
資
源

は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
汚
染
さ

れ
た
飲
料
水
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
病
気
に

な
り
、
命
を
落
と
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は

毎
日
の
水
の
確
保
が
子
供
や
女
性
の
重
要
な
仕

事
と
な
っ
て
い
る
。
水
が
豊
富
な
日
本
で
は
想

像
も
で
き
な
い
世
界
の
水
事
情
で
あ
る
。
川
の

水
を
飲
料
水
に
浄
化
す
る
先
端
技
術
を
有
す
る

企
業
が
あ
る
と
聞
き
、
4
月
28
日
、
二
ノ
湯
議

員
は
、
舞
鶴
市
の
小
阪
金
属
工
業（
小
阪
憲
一

社
長
）を
訪
問
し
た
。
こ
の
会
社
は
災
害
時
に

も
対
応
可
能
な
浄
活
水
器
の
技
術
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
河
川
か
ら
泥
水
を
直
接
取
水
し

て
浄
化
、
そ
の
場
で
の
供
給
が
可
能
で
あ
る
。

由
良
川
で
の
テ
ス
ト
で
は
日
本
の
飲
料
水
の
レ

ベ
ル
を
ク
リ
ア
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
世
界
的
に
水
資
源
問
題
が
深
刻
と
な
る

中
、こ
の
よ
う
な
技
術
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

s
s
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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s
s
s
s
s
s
s
s
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s
s

水
は
21
世
紀
の

　
最
も
重
要
な
資
源

先
端
技
術
に
挑
む
小
阪
金
属
工
業


